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What Interns and Hosting Organizations Expect for Internship :
A Preliminary Study of the Asia University's Case
KASHIWAGI, Hitoshi
Abstract
'Phis is a preliminary study on expecta60ns for internship programs held by the interns of Asia
University participated m the curriculum-based internship and hos丘Bg organizations as an entry to
explore what internship programs are suitable to and iiinction in Japan. First, the author reviews the
status quo of internship practices in Japan, and discusses the result of literature review on internship
published in leading journals. Based on也e questionnaire developed and tested by Knemeyer and
Murphy (2002) , a survey was conducted on Asia University's students enrolled in仇e curriculum'-
based Career Internship course and their counterparts (i.e. , organizations participated in the pro-
gram as a host). The result shows that interns and organizedons share the expectation that intern-
ship expenences should be focused on development of fundamental skills as a member of society…
With regards to employment and hiring, expectations of interns are relatively higher than those of
hosting organizations. Though it is a preliminary and discriptive research, the血idings imply that in-
ternship could be more effective if it is practiced in two ways ; one focused on hiring, and the other
focused on learning opportunities for participating students.
Key Words
internship, expectation, career, survey
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I　はじめに
インターンシップとは.学生が在学中に.企業等において自らの専攻や将来のキャリアに関連
した就業体験を行うことである。インターンシップのような実践的な体験学習には大きな可能性
があり,それをより直接的に大学のカリキュラムに結びつけること,そして,学生にとって適切
かつ有意義なインターンシップの開発を行うことが大学に求められている。また,現在のように
就職氷河期と言われる状況下では,学生の貴重な体験学習の機会というインターンシップ本来の
目的が見失われがちである。
本研究は,孝明期にあるEl本のインターンシップに適したプログラムの実施の在り方を探るべ
く,インターンシップを学生と企業のニーズを満たす体験学習の機会とするために,双方がイン
ターンシップに何を期待しているのかを予備的に調査する。最初に,日本におけるインターン
シップ実施の現状を把握し,インターンシップに関する主な先行研究を振り返った上で,亜細亜
大学のインターンシップに参加した学生と,学生を受け入れた企業.悶体がインターンシップに
期待するものについて調査し,その結果について議論する。本研究の中心となるリサーチ・クエ
スチョンを.インターンシップに参加する学生,および学生を受け入れる団体は,インターン
シップに何を期待しているのか,と定義する。
Ⅱ　インターンシップ実施の現状
まず.インターンシップの源流の地ともいわれるアメリカでは,大学の制度として産学が協同
して行う教育をC0-OP教育(Cooperative Education)とし,学生が個人の立場で企業や官公庁
等において就業体験することをインターンシップと称している1 (高良他, 2007, 16頁)。アメ
リカにおけるインターンシップの始まりは, 1906年シンシナティ大学で,学生の学習効果を高
めるために.在学中に専門分野の学習とそれに関連した実務経験を相互に受けさせたことであっ
た(高良胤　2007, 24-25頁)。シンシナティ大学に続いて, 1909年にはノースイースタン大学
が開始し,その後も1910年にピッツバーグ大学, 1911年にデトロイト大学1912年にはジョー
ジア工科大学など,多くの大学がC0-OP教育を導入していった(Houshmand and Padadakis,
2006,p.16),運営形態は大学によって少し異なるが,例えば,ノースイースタン大学では,大
1　インタ-ンシップについて世界的に統一-された定義はない。インターンシップといえば各国とも広い意味
をもち.アメリカのC0-OP教育,ドイツのプラクテイクム(Praktikum),イギリスのサンドイッチ・シス
テムもインタ-ンシップとして通用している(高良他, 2007, 16貞)C　プラクテイクムの目的は,理論と実
践の結びつきをできるだけ早期に構築し,大学の学習内容と企業での実務プロセスの関係をよりよく理解で
きるようにすることであるGサンドイッチ・システムは,拓等教育機関における専門技術教育課程の教育形
態として実施されており,工場における実習と学内での壕学を繰り返し実施するD
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学での学習と職場での実務体験を3-6カ月の長期間にわたって交互に繰り返す5年制のC0-OP
教育を実施しているO　こうしたC0-OP教育がアメリカで本格化したのは1960年以降である。
その後, 1989年には900以上の大学が実施し,さらに1996年までに1000に及ぶC0-OP教育プ
ログラムが実施され,約20万人が体験している(高良他, 2007, 26頁)O
日本ではアメリカに100年近くも遅れ,インターンシップはキャリア教育の一つの柱として導
入された。日本におけるインターンシップの定義は, 1997年,当時の文部省(現文部科学省),
通商産業省(現経済産業省),労働省(現郎生労働省)が共同で『インターンシップ推進に当
たっての基本的考え方』を発表し,その中で.インターンシップとは.学生が在学中に自らの専
攻,将来のキャリアに関連した就業体験を行うこと,と定義しているO　インターンシップやC0-
OP教育2は.大学生にとって予期的社会化とiJわれる就業プログラムといえる。予期的社会化
とは.個人が実際に新たな組織に入る前に様々な学習をするプロセスであり,学習の内容として
は,学生による自己概念の形成,多様な職業や組織環境に対する,現実的な理解,個人の特性と仕
事で要求されるものとの適合を試すこと,等が挙げられる。
文部科学省は, 1996年度よりインターンシップの高等教育機関における実施状況を調査して
いる。それによれば, 1996年度の4年制大学におけるインターンシップの実施校数は104校,
実施率は17.7%であったのに対し.その後一貫して増加を続け.直近の2007年度では,実施校
数は504校,実施率が67.7%,インターンシップ体験学生数は5万人に迫る(図表1)。
図表1 2007年度の日本におけるインタ-ンシップ実施状況3
学 校 数 (実 施 率 ) 蝣tf> .蝣?蝣'[蝣 n 体 験 学 生 数
大 蝣?蝣 504校 (67…7% ) 対 前 年 度 22校 増 1,092学 部 49,726 人
尭i大 170 校 (43.6% ) 対 前 年 度 8校 増 242ノ;,:秤 4,968 人
総 額 61校 (100% ) 対 前 年 度 1校 増 257学 科 8,674 人
LH所:文部科?-'#
さらに.唇生労働省が2005年3月に発表した報告=割二よると,単位認定を行う授業科目とし
て実施されているインターンシップ以外のものまで含めると,全国で概ね12万人の大学生がイ
ンターンシップに参加しているものと見込まれる。インターンシップは日本の大学教育の中に定
着しつつあり.これまでの傾向からすれば,今後もインターンシップを実施する学校数,および
2　C0-OP教育とインタ-ンシップには微妙な違いがある　C0-OP教育プログラムでは.通常. `'芦生は一定
期間フルタイムで講義を)1・け.また, -/E期間フルタイムで給Lj・の支給がある就業体験を交Ti.に繰り返す=
期間は通常6カ月のブロック,すなわち　-学糊ごとに講益と就菜体験を繰り返すのが・般的であるo　一方.
インターンシソプは有限のものもあれば無解のものもあり.通常は過に数時間就業体儀をするもので,単位
取得が可能な授業として取り入れられている場合が多い。
3　調査期間は平成19年4月1日～平成20年3J131臥　剣呑対象は全l度】公私、)A.夫,'芦(745校ト短期大乍
(390校) ・瑞等専門学校(61校)において. 1恥と.認定を行う授業科目として実施されているインターンシッ
プ.回答率は100%。なお,本調杏のth計にあたっては,教育実習・ t爽鍵実習…看讃実習等特xEの資格取得
をL]的として実施するものは除外している(文部利・学省)0
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体験学生数は増加していくことが予測される。大学では第3学年に最も多く実施されており,実
施時期は夏季休業中で.実施期間は1週間以上2週間未満が多い。なお,米国の現状と比較した
場合,学期毎に講義とインターンシップを繰り返す,あるいは一日を講義とインターンシップの
時間に振り分けるような本格的なC0-OP教育は, t]本においては普及していないO
インターンシップを導入し,学生を受け入れる企業や団体も増加し,また多様化してきてい
るo経団連の調査(2005年11月に実施した2005年度新卒者採用に関するアンケート調査)に
よると.インターンシップを評価する企業は, 2003年38.9%, 2004年40…8%, 2005年45.9%
と増えている状況にある。インターンシップ推進支援センターが厚生労働省の委託を受けて実施
した「インターンシップに関する学生の意識調査」 (2006)では,文系の大学生の受入先(莱
檀)は,最も多いものから順に.サービス(教育・人材・福祉・その他　52.2%,流通・小売・
販売14.5%,そして, 3番目に金融,マスコミ.出版,国連団体…NPO　官公庁等の3業界が
それぞれ5.8%で並んでいる(国表2)0
なお,学生の実習先(部門)では,営業・販売関連(36%),人事・経理…総務・法務…医療
などの事務(30%),企画・広報・マーケテイング関連(22%)などが多い。また,学生が体験
学習した業務内容(複数回答)では,通常業務の一部を体験(90%)が最も多く,社員の補助的
な業務(45%),与えられた課題の解決(35%),職場(工場)見学(32%)などである40
図表2　インターンシップ先企業.団体の業種D
業 種 実 数 比 率 (% )
サ ー ビ ス (教 育 l人 材 l福 祉 .そ の 他 ) 36 52.2
流 通 …/ト +- 販 売 10 14…5
金 融 4 5…8
マ ス コ ミ …出 版 4 5.8
内 達 団 体 NPO …官 公 庁 等 4 5.8
各 種 メ I カ I 2 2…9
情 報 .通 fj lソ フ ト ウ エ ア 2 2.9
電 気 …ガ ス .エ ネ ル ギ ー 関 連 2 2.9
コ ン サ ル テ ィ ン グ .シ ン ク タ ン ク 2 2.9
;>h $ 席 叫 2 2.9
運 輸 …倉 雌 1 1,4
商 社 0 0
住 宅 l不 動 産 l建 設 0 0
合 計 69 100
fli所:インターンシップ推進支援センタ一箱rインターンシップに関す
る学生の意識調査報一別(2006) 13良
4　ここで提示したデータは文系の大学生の調査結果である。
5　ここで碇示したデータは文系の大学生の調査結果であるO
学生と企業がインターンシップに対して期待するもの
日本の高等教育において量的には普及期に入ったとも言えるインターンシップであるが,いく
つかの問題点が存在するO　まず,学生に大きく関連する問題点として,実施する学校数は増えて
いるものの,その中で体験する学生は学生全体のまだ一部であり.希望者だけの学生に留まって
いる学校が多いO今後,いかにして体験する学生数を増やしていくかが求められるO　また,イン
ターンシップを就業体験と呼ぶことにより,学生の気持ちの中で学習の機会という意識が薄れて
しまっている場合があることが指摘されるO　これでは,大きな学習効果は期待できないであろ
う。インターンシップを通じて得られるものを学生に理解させることで,今よりも多くの学生に
履修してもらうことが必要であり,事前研修の機会等を活用し.インターンシップが貴重な学び
の機会であることを学生に指導するとともに,学習効果の高いインターンシップ・プログラムに
なるように中身を再検討していく必要があるだろう0
-万,インターンシップは学生を受け入れる企業やEfl体があって初めて成>/:i~る就業体験プロ
グラムである;インターンシップを受入先の立場で考えると,企業にとってのメリットがなけれ
ば,あくまで付加的なプログラムであり,企業の経費削減の対象にもなりやすいO　また,大学生
の就職活動が長期化している現在.企業がインターンシップを採用活動の一環として活用してい
る,という批判的な意見もある6。インターンシップを行うことが企業にどのようなメリットを
もたらすのか,また何を期待しているのか明らかにする必要があるだろう。今後は,インターン
シップを導入する学校や体験する学生の数をさらに増やしていくという量的拡大もさることなが
ら,より大切なことはプログラムの質的向上であり,学生と企業双方のインターンシップに対す
る期待やニーズを踏まえ,プログラムの有効性をより高めていくことが重要な課題といえるであ
gra
Ⅱ　インターンシップに関する先行研究調査
国内外でインターンシップがこれだけ普及してきたにもかかわらず,インターンシップに関す
る先行研究は意外に少ないC　高等教育の現場において幅広くインターンシップが実践されている
ことを考えると,調査研究による枇拠やデータが欠如していることはやや驚きでもあるC本研究
のデ-タ収集に入る前に,これまで行われてきたインターンシップに関する先行研究について調
書田Eisa
図表3は,インターンシップに関する主な先行研究について調査し.その概要を取り纏めたも
のである7。例えば, Pedro (1984)は,小売専攻の学生90人を調査対象に,インターンシップ
実施の前後で準実験的な調査を実施した。調査の結果.学生は,インターンシップ体験後,自己
6　これに関連し,日本経Ef]連は企業の探剛二間辿する就業体験に自主規制を設けると骨表したO　採馴こ直結
する就業体験はその他とZXI別し.インタ-ンシップの呼び名も使わない方が望ましく,その上で.採用にl瑚
達する就業体験は採用杭助と同じ時期に始めるべきだとしている(u本幕別斉新開2011年3月4日朝刊)。
Kに海外の'k行研究について調食し取り秘めて挺示しているO
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認識,思考,有益な価胤仕事固有のニーズ…が変わっていたことを発見した。 Taylor (1988)
は, 5つの大学でのプログラムに参加した23人のインターンと同性代の学生を対象とし,イン
ターンシップの前後,卒業時,就職後で準実験的な調査を行った。その結果,職業自己概念と仕
事価値の結晶化との関連が一部支挿され,就職樺会とは強い関連が示されたこと,また,大学生
採用担当者は,インターンシップ経験のある学生に対して,経験の無い学生よりも高い評価を与
えていたことを明らかにした。
90年代に行われた研究の一つであるBeard (1997)は,会計系インターンシップ・プログラ
ムの運営管理者316人を対象に質開票調査を行い,インターンシップは単位取得がEl的であるこ
と,無給よりも有給が多いこと.コーディネーターがいないプログラムが多いこと等,記述的な
分析を行った結果を提示している。また, Knouseetal. (1999)は,米国南部のビジネス系大学
の卒業生1,117人を対象に,卒業時と卒業後6カ月経過した後に質問票調査を行った結果,イン
ターンシップは学業成績,内定取得と相関があること(ジェンダーによる差は無い),インター
ンシップをした学生のGPAは総じて高く,卒業時の年齢が若干若く.卒業時には就職先が決
まっている傾向が高かったことを報告している。
比較的巌近の研究では, Cook, Parker, and Pettijohn (2004)は, 12の大学のインターン学生
351人を対象に質間票調査を行った結果,学生はインターンシップの価値を対人的スキルの獲得
を通じて認知し,学業面でのスキル向上とは関連性が低いことが明らかになったG　また,
weible (2010)は,全米のビジネス…プログラムに取組んでいる大学の180人の学部長に対して
質問票調査を行い,定量的なデータ分析を行った結果,複数の大学がインターンシップ・プログ
ラムから有益なメリットを得ており,例えば　34%の大学でインターンシップは学生にとって
新しいビジネスへの取組みを鼓舞すること,また, 87%の大学で地域社会とのより強い関係性
を得ていること等を明らかにしているG
こうした先行研究を概観すると.インターンシップに関する調査研究は1980年代から行われ
ているが,本格的に実施されるようになったのは, 1990年代に入ってからであることがわか
る。調査研究に用いられた理論的根拠は様々であるが,例えば, Winsor (1990)やLittle
(1993)などのように,社会化理論Sや学習理論9に基づいて行われたものが比較的多く見受けら
8　新しい従業員は組織の文化に故もなじみが滞いため.既存の習慣や考えを妨LlIけるIHT能性が非常に結い。
したがって,組織は新しい従業員が絶縁の文化に適応するように按助したいと考える-,このような適応プロ
セスは社会化と呼ばれている(Robbins, 2005, 381頁)0
9　学習プロセスによると.節--に.学習は孜々が環境に適応し,環境をうまく操作するのを助ける。学習は
効果の法則の下に築かれていくこ効果の法則によれば.行動はその結果にMliされ,行政の後に好ましい結
果となったものは,繰り返される傾向がある。学習のプロセスのカギはいかにして人間はノ芦ぶかという~二つ
の理論であるo　つは形成で,もう-一つはモデリング(模範に合わせる行動をとること)であるQ我々の学
習の大半が形成(試行錯誤)によってなされている一　試しにやってみて.失敗しては,また試してみる。も
う一方で我々がノ;':ぶことの多くは,他人を観察し,それを模範とする行動をとった結果(モデリング)であ
る。試行錯誤による学習プロセスが通常はゆっくりと進むのに対して,モデリングの場斜3:複雑な行動の変
化をかなりすばやく起こさせる(Robbins, 2005, 53-54頁)a
十1~上IiTも*・"i:ォ蝣--: :蝣　"`∴t・写してHi!トi-ii,Jl
図表3　主なインターンシップ研究の概略(発表年頃に提示)
著 者 理 論 的 根 拠 潤 杏 子 iLL 調 奄 対 象 iL+な 紡 米
Pedro 制 度 的 サ イ 鞭 ,R 験 的 イ ン タ l ン シ ッ プ を ′、芦′11.は l イ ン タ ー ン シ ソプ 体 験 後 I 自 ll& 胤 思 考 - lT
(1984) ク ル イ ン タ - ン シ ノ
ブ の 前 後
終 了 し た ′ト7CVウ攻 の
学 生 90 人
溢 な 価 依 . ft-咽 有 の ニ I ズ . が 変 わ っ て い た
Taylor H lL抽 + . w x 験 的 5 つ の 大 学 で の プ ロ 職 業 自 己 概 念 と 仕 写ll佃 鱗 の 払 ill化 と の 関 連 が .一部 支 持 さ
(1988) 社 会 化 . エ イ ン タ ー ン シ ツ グ ラ ム に 参 加 し た れ た . 就 職 輝 会 と は 軟 い 関 連 が ′jくさ れ た ,l 柿 釆 変 故 と の
ン プ ロ イ ア ft. S1 23 人 の イ ン タ ー ン 問 係 を モ デ レ ー ト し て い た の は . Ll辞 の 相 生 で あ っ tZa
ピ リ テ ィ 時 l 就 職 徒 で 測 と T.l‖It代 の 学 ′l三と の 二番 目 の 調 杏 で は . 大 )芦生 採 川 担 当 者 は . イ ン タ l ン
定 上ヒ較 シ y プ 経 験 の あ る 学 Jl に 対 し て . 樫 廉 の 無 い 学 '_」 よ り
も l 痛 い 評 価 を 与.え て い た
Anson and 再 き 込 み プ 心 I f.1度 七 12 週 間 の イ ン タ ー イ ン タ - ン が 新 し い ラ イ テ ィ ン グ .コ ミ ュ ニ テ ィ に 適 応
Forsberg L--L- -sハ 汁 参 fill者 l 醗 器 者 ン シ ッ プ と 間 辿 し た し て い く に つ れ , 納 札 不 満 , 噸 応 の 一江 し た ′<夕 T ン
1990 会 槻 ケ 一.ス ス タ デ ィ ラ イ テ ィ ン グ .ク ラ
こ漬 し '_・.1>l卜↑
6 人
を 見 せ て い っ た
W insor 午 ;:1L ケ ー ス ス タ デ ィ コ T オ ブ イ ン タ ー ン 特 定 の コ ミ ュ ニ テ ィ に 対 す る 丈 .ilfの 書 き 方 を 学 習 す る プ
1990 学 習 プ ラ ウ ン デ ノ ド -V 十W IA:十 に ロ lt=ス は . 必 然 的 に そ の コ ミ ュ ニ テ ィ の 中 に 粍 没 し て お
セ オ リ .ー 参 加 し た 学 生 2 人 り . 授 業 で 十 分 に 教 え ら れ る も の で は な い
Scott 人 材 特 に な し 稗 に な し ビ ジ ネ ス 系 )芦牛 と 企 業 は , 学 屯 の イ ン タ ー ン シ ッ プ .プ
(1992) 採 用 ロ グ ラ ム を 大 学 生 の 採 用 に 対 し て 瓜 も 有 効 な 手 法 だ と 考
え て い る つ 企 nlが ど う す れ ば 軌 .果 的 に イ ン タ l ン シ ッ プ
を 実 施 で き る か に つ い て の 示 唆 が 提 供 さ れ て い る
litle 体 験 学 習 確 巧 間 男 詞 禿 プ ロ の テ ク ニ カ ル ラ プ ロ グ ラ ム デ ィ レ ク タ l ▼ 企 業 の ス ー パ バ イ ザ ー - 学 生
(1993)
.l.
内 琳 分 析 イ 夕ー 向 け の 114 の イ ン タ ー ン は ▼ イ ン ター ン シ ッ プ 体 験 に つ い て l 全 く 異
プ ロ グ ラ ム の う ち な る 考 え 方 を 持 っ て い た . よ り 体 系 的 な 手 根 と 基 準 を 作
52誘 唾 る こ と で , イ ン タ l ン シ ップ は T.亨輯 性 の M い 学 習 体 験 と
な る だ ろ う と の 結 論 が 提 示 さ れ て い る
BrookSet 人 材 質 問 票 調 査 キ ャ リ ア 開 通 の 綬 敬 -イ ン タ ー ン シ ソプ 体 殿 は . 高 次 の 自 己 概 念 の 結 晶 化 に IW
al. キ ャ リ ア 探 欄 間 分 析 の 有 無 を 回 答 し た 夫 係 し て い る れ 職 繋 仙 敵 ft. tlL1イj.効 感 , 決 意 の 間 さ ,
(1995 i- 学 .1年 生 165人 職 業 的 コ ミ ッ ト メ ン トl 否 定 傾 向 と は 一喝 係 が な い = イ ン
タ ー ン シ /プ の タ ス ク 多.根 性 l フ ィ ー ド ′{ソ ク . 他 ELと
の や り と り の 機 会 と い う 特 徴 は 1 {一己 概 念 の 結 晶 化 , 職
業 伯 叔 -7c. II己 有 功 感 と 有 意 に 席=喝 し て い る
Freedm an 状 況 に 埋 め 定 性 的 調 査 新 人 が 2つ の 介 楽Lと V-生 が x # か ら 職 場 に 移 行 す る と き . 紐 ら は 新 し い ジ ヤ
and Adam M il': 軌 酪 テ キ ス ト い う n とに お い て 蝣n. ン ル を 学 ぶ だ け で な くl そ の 新 し い ジ ャ ン ル で の 学 び 方
(1996 習 分 析 } ∴ や 1'1"蝣" を 学 ば な け れ ば な ら な い
Pianko 人 材 特 に な し 特 に な し 構 造 化 パ ワ ー イ ン タ ー ン シ ソ プ …プ ロ グ ラ ム を 開 い た ,
1996 fill! 優 秀 な 大 学 !仁を 採 対 す る こ と に つ い て の 談 論 C パ ワ ー イ
ン タ l ン シ ッ プ に よ っ て - 企 =梁rは 才 能 を V-期 に 発 掘 し 見
'蝣J;る こ と が で き る 。 .jL例 に 基 づ き l 具 体 的 な パ ワ l イ ン
タ 】 ン シ ソ プ の 特 徴 を 述 べ る
Beard 特 に な し ,nI間 男 調 企 会 dt系 イ ン タ ー ン イ ン タ I ン シ ノブ lプ ロ グ ラ ム は 数 が "Jえ て い る が 一 輪
(1997ー Pt己述 的 分 析 シ ソプ .プ ロ グ ラ ム と が 新 し く l 単 位 取 紺 だ け が 目 的 で , 3 恥 ,Lで IE 施 さ
の 迎 館 管 理 者 316人 れ . 無 給 よ り も 有 給 が 多 く, 報 ↑;v-Jr作 成 が 遜 務 付 け ら れ
る ′ 会 計 系 で は フ ル,タ イ ム あ る い は パ I ト タ イ ム の コ l
デ イ ネ I 夕 I が い な い プ ロ グ ラ ム が 多 く 1 現 場 視 察 が 滅
頗 仙 す ら れ て い な い も の が 多 く ▼ イ ン タ T ン シ ッ プ 先 を
姐 つ け る lli作 は 学 t-他 と 共 有 さ れ て い る 職 合 が 多 か っ た
Cannon and Kite and 坊 間 盟 調 禿 3 人 t-の マ l ケ テ ィ lH 物 市場 に お い て 競 争 優 純 を 推 持 す る た め に . 恋 義 あ る
Arn old Bellizzi 柿 間 分 析 ン ダ -1¥ 攻 の 大 ノi=′t=T イ ン タ - ン シ ッ プ 体 験 を す る こ と を 学 ′'t-は *:祝 す る 教
(1998 1986ー の
韓 鵜 と 比
較 I史 新
164 人 fJL物 米 を J+Aげ た い か ら と い う m m は あ ま り 屯 祝 さ れ な い
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Knouseet 学習 スキル ご川 --iriwナ 南部 のビジネス系大 インター ンシ ップ は学 業故紙 , 内定取 得 と相関が あっ
al. 発達 査 =卒業時 と辛 学の卒=粟生 1▼117人 た0 ジェンダーに よる/fEは無い0インタ-ンシップ をし
1999 」*Sナr1ヰ過せ た学生 の GPAは総 じて汚.石く. 卒 業時 の 年齢が 若干 宕
相関関係 くl卒業時には就職 先が決 まっている傾向が砧かつた
Paulsonand 社 会化 議 連 で 経 験 と 予期 的社 会化種族 を 叶上 i-iK-M *てtlt桝 的訓練 蝣>(*.!> ..I球 を雑駁朔
Baker フ ォローア ップ 事前 に体験 した学生 行 った後の質問票調査の結 果C Jl】練 を促すため に用いる
1999 調査 66人 ことが可能なTl根が示唆 されて いる
Coco 特 になし 心 W...Iー 大学 ビジネススター 教育 コス トが瑞いことでl教育 にお けるエ ンプロイア ピ
(2000) 全開謝金結 果の ルプログラム連盟会 リティの強化へ の プ レ yシヤーが ll.がつて いる= イン
記述的報告 Llご寸ご 'ォ.V ター ンシップの人気が碗 まって いるのはlエ ンプロ イア
ビリテ ィを描める実践的経験 を学生 に与 える ことがで き
るか らである
Garavanand 社会化 定性的湘奄 種骨学, 人文学lI インター ンシ ップによる社 会化 は個 人的であ り,かつ初
Murphy 準構造化 インタ 学専攻のJ半生 6人 雑である。社会化の 3つの段階 とそれぞれに関連する諜
(2001 ビュー 題が浮 き彫 りにされた
Tovey 社 会化 特 にな し 特 になし イ ンタI ンシ ップ .プ ログラムについ ての ECU での議
2001 論5社会化一文化へ のM化 .モチベー シ ョンt教育 と訓
練 l職場の関係性 について のコメン ト
Williamsand 特 になし 質開票調査 1年間 インター ンシ 諦登は,教員遊 成後 閑は実際 に学校の現場で起 こってい
Alawiye ペアサ ンプル ソプに参加 した教育 る ことと教育内容 に整合性 を持 たせ なければな らない と
2001) 実 習 イ ンタI ン 13 示唆C要求事項 を明確 にす ること,期待 について事前に
人と熟練教員 9人 す り倉わせをす ることが必要 と説 く
Knemeyer 符 になし 質問票調査 イン タl ンを曜用 し 学生 と企業 の考え方 には屋が あ るl学 生 は,企業 よ り
and Murphy た企業 98社 と イン ち,イ ンタIンシ ップ関連 の事項 に痛い評定 を*えてい
2002) ター ン学生 137人 る
Cark 粋 になし せせ,,in 特 になし インタl ンシップの教育的価値 は大学で課題 を与えるこ
2003 とを通 じて強化 で きるとして,具体的な課題例が提案 さ
P.':
Rothman 仕事特性 モ 質問票調奔 イ ンター ンシ ッ プ 「イ ンタT ンシップでのポ ジシ ョンで最 も気 に入 ってい
2003) 蝣= <¥ 内容分析 コ-スに参加 してい る点,位 も気に入 らない′如 ま何ですか ?」の質問に対す
るビジネススクー ル
の学 生 143人
る回符を報告
Cook.Parker, 特 になし 質問票調査 一二 '.t・-->I 学生は インタ-ンシップの価価 を.概ね.社会的及び対
andPettiiohn 記述的 タI ン学生 351人 人的な スキ,i,の苑得 を通 じて認知 してお り,一、IP繋面での
2004 10*f-縦断 的 スキ,i/の向上との関連 は弱 かった
Beggs,Ross. 体験学習 質問表調査 73の企業 と89人の 企紫 と学生の問でイン ター ンシップ に対する認識のずれ
andGoodwin t検定 学生 が存在するC例 えば1技術 訓練の機会 としてl学生が期
(2008) 侍するほ ど企業側 は期待 してい ないO一方.問題解決ス
キ ルや コミュニケ-シ ヨン .ス キルの開発について,企
業が期待するほど学生 は瑚待 していない
D7A.bate, Hackmaiーl 質問衣調査 111人の インター ン 仕 lfの有意味性 と7 イl ドパ ックー学習機会l監督者の
Youndt, and andOldham 回輔分析 シップを経験 した軽 支援 ,会社満足 がイン ター ンシップ満足の1,測変数 とし
Wenzel
2009)
の JDS モ
一蝣蝣a
営系 大Pi=生 (3年生
と4年#.)
て浮かび上がった
Narayarーan. 人材育成1 先行研究調査に イン ター ンシップを 効果的 インタI ンシップの モデ ルを検証。プ ログラムに
01k,and 知識移転 基づ く概念モデ t,lォ L'_・サ阜十十 対する認識因 T4の寄与度が 痛い。学生の意見 をプロ グラ
Fukami
2010)
Jレ構築,探索 的
分析 (共分散構
瑞 >rl¥
、十 '!.*:サ ム に反映することが満足度 向上 につ なが る
Webe 特 になし 質問長調査 大学 の綾営系学部li 複数の大学がイ ンター ンシップ .プ ログラムか ら有益 な
2010) †∴すfc」 180人 メリッ トを得 てお りl例 えば,34% の大学 でイ ン ター
ンシップは学生に とって新 しいビジネスへの現観 み を鼓
舞す るこ と,また,87% の大学 で地域 社会 との よ り強
い関係性を得ている
EFJ所　Narayaillan et al. (2010)に加筆修IELで作成
学生と企業がインターンシップに対して期待するもの
れる。また, Scott (1992)のように,人材(採用)を理論的ベースとしている研究も多いo採
られた調査手法も様々だが,概して,質問票調査を実施している研究が多いo
調査対象のほとんどが学生であり,企業や大学を対象として実施された研究は数少ないe分析
方法は主に記述的なものが多く,その他相関関係を提示しているものもあるが,仮説検証型の研
究は少ない。また,仮説検証型の研究でも,概念モデルに基づいているものは極めて少ない。全
般的に,インターンシップを体系的に調査研究している研究が少ないのも特徴といえるo
これまでの研究の結果明らかにされてきたこととして,インターンシップは学生のライティン
グスキルのような,仕事に関連するスキルの鍵得に役>/-つこと(Freedman andAdam, 1996 ;
Winsor, 1990),実務的なスキルトレーニングに加えて,インターンシップは学生の社会化や企
業文化への同化にも役立つこと(Tovey, 2001),学生のキャリア意思決定や自己有効感の認識を
向上させること(Brooks, Cornelius, Green丘eld, and Joseph, 1995 ; Taylor, 1988)も示されてい
るo　また,インターンシップを体験した学生は自分のキャリアについてより大きな野心を示すよ
うになることや(Pedro,1984),インターンシップが学生のリアリティショックを緩和すること
を示唆する研究もある(Paulson and Baker, 1999 ; Taylor, 1988),
先行研究調査から.インターンシップ研究の興味深い一つの空白域が浮かび上がってくる。そ
れは,学生と企業の両者,さらには学生,企業,大学の三者を同時に調査対象とした研究があま
り行われていない,という点である　Beggs,Ross,andGoodwin (2008)は, 73の企業と89人
の学生を対象に質問票調査を行い,企業と学生の間でインターンシップに対する認識のずれが存
在することを明らかにした。例えば,技術訓練の機会として,学生が期待するほど企業側は期待
しておらず,一方,開発解決スキルやコミュニケーション…スキルの開発については,企業側が
期待するほど学触j:期待していないことがわかった。また, Knemeyerand Murphy (2002)は
質問票調査を行い,学生と企業の間でインターンシップの有効性に対する考え方が異なることを
発見し,両者のニーズや期待の違いをマネジメントすることの重要性を示唆している。インター
ンシップの調査研究に学生と企業の両者を盛り込むことは,インターンシップ・プログラムの評
価にも欠かせない視点であろう。質の高いインターンシップ体験を作るためには,インターン
シップに参加する企業と学生がインターンシップ体験に対する認識や期待を共有することは重要
である。学生は企業側の期待を理解することによって.インターンシップに対する理解を深めよ
り現実的な期待を持ち,プログラムに臨むことが可能となる　　蝣蝣}J,企業側も.学生の期待を知
ることで,学生の学習の場としてのインターンシップの提供がより効果的にできるようになる。
インターンシップ発祥の地である米国においても,学生と企業担当者の間でのインターンシップ
に対する認識のギャップを包括的に研究し比較した事例は極めて少ないC特に,孝明期にあるわ
がBlのインターンシップにおいて,学生と企業の両当事者の認識が・致する部分と相違がある部
分を理解することはもちろん,そもそも双方がインターンシップをどのように捉えているのかを
理解することが,日本発の有効なインターンシップを構築するために.意義ある一歩であると考
える。
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Ⅳ　調査方法
本研究は,インターンシップを体験する学生と,学生を受け入れる企業および団体がインター
ンシップに期待するものを理解するための予備的調査である。 2010年度の亜細亜大学の全学共
通授業科目「キャリア・インターンシップ10」を履修した学生21人と,学生をインターンシッ
プで受け入れた企業や団体20の組織を調査対象とした。なお.学生の内訳は,経営学部8人,
経済学部4人,法学部7人.国際関係学部2人である。受入企業および団体の内訳は,卸売…小
売業1社,製造業8社,サービス業4社,金融・保険業2社,情報・通信業3社,官公庁2団体
である。
データの収集方法は,全18項目からなる質問票を準備し,各項E]について5段階のl)カート
スケール(1:大いにそう思う-5:全くそう思わない)を用いて回答してもらったO　質問票は,
IbemeyerandMurphy (2002)で使用された質問票を和訳した上で,亜細亜大学のインターン
シップ…プログラムの文脈に当てはまるように,必要に応じて細かな表現の修正を行った上で質
問文を完成させた110本調査でKnemeyerandMurphy (2002)の質問票を活用したのは,質問
内容が日本のインターンシップ・プログラムの文脈にも適していること.他の先行研究でもこの
質問票は活用されており,信頼性と安当性があると評価されること,また,日本で行う本研究の
結果とKnemeyer and Murphy (2002)等の海外で行われた研究結果と比較して考察できるこ
と,などが主な理由である=　質問項目は, 1.仕事スキルの開発. 2.就職に有利, 3.講義の学習効
果向上, 4.問題解決スキルの開発, 5.コミュニケーションスキルの開発, 6.新鋭採用活動, 7.対
人スキルの開発, 8.大学と企業の連携向上, 9.単位取得, 10.プロジェクト人員の提供, ll.企業
への新しいアイディアの提供, 12.大学教育に対する産業界からの支援, 13…社会的イメージの向
上, 14…報酬, 15.新規採用活動のコスト削減16.大学カリキュラムに対する影響, 17.パートタ
イム従業員の供給, 18.最新技術の訓練.であるo　なお,これら18項目の内容は,主に学生に
フォーカスしている(主に学生にとってのメリットがある)もの9項目と.主に企業や団体に
フォーカスしている(主に企業や団体にとってメリットがある)もの9項目に大別される(図表
4)0
学生には,キャリア・インターンシップ授業終了後,教室で質問票に回答してもらった。受入
企業および団体には,インターンシップ担当者に事前に電話で調査の主旨を説明し,調査への協
10　亜糊覗大学で単f」認定を伴う授業として'E施されている「キャリア…インタ-ンシップ」では蝣'"-?-生は.
前期に行われる事前研修を締て.主に夏期休暇を利T77し,企業あるいは地方自治体等で1-2週間の就業体
験を行う。そして後期には.研修先の人m当者等を大学に招き.インターンシップ成果発表会を開く等の
事後研修を行う。なお,軽常ノi'潤.経済学臥　法学部では2年牛の学生が,間際関係学郡では3年4:の学生
が履修できるo
ll　質問票は,英語の原文をFl本譜訳したものを再度英語に翻訳し直し,それが噂文の表現と合致するかどう
かをチェックし(double-back translation),日本語訳の信痛性と妥当性の向Lに努めたO
学Jt三と企繋がインターンシップに灯して期待するもの
国表4　質問票の内容
質悶文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(フォーカス)
1　インターンシップは,
2　　インタ-ンシップは.
3　　インターンシップは.
蝣I　　　　こ
5　　インターンシップは.
6　　インターンシップは,
7　　インターンシップは.
8　　インターンシップは,
9　　インターンシップは,
10　インターンシップは.
11　インターンシップは.
12　インターンシップは.
13　インターンシップは.
14　インタ-ンシップは,
15　　インターンシップは.
16　インターンシップは,
17　インターンシップは.
18　インターンシップは,
学%.の仕JJiに関連したスキルを開発する場だ
インターンの''!'・生にとって.就職に有利となる擬験だ
,m遜内容の蝣7-1甲効果をIUl ¥:させる場だ
写、蝣t^;::]祖耶こ.-ta5-　写せ寸^1%'z
学4.のコミュニケ-ションスキルを開発する場だ
企業の新規採桐活動にプラスになるものだ
?-*.の対人スキルを開発する場だ
入学と企業の連携を向Lさせるものだ
?-*.にとって.単位取得が可能なプログラムであるはずだ
企紫にとって.プロジェクトベースで人員を提供する機会だ
組織に新しいアイディアをもたらすものだ
大一7この教育プログラムに対する産~業界からの支援を開拓する接会だ
12け入れ先となる企灘の社会的イメージを向上させるものだ
/芦生に報酬が支彰、われるべきだ
企業にとって, iE社業の新規採榊活動のコスト削減につながるものだ
企=者Jにとって,大学のカリキュラム構成に影甲力を及ぼす機会だ
企業にとって.パートタイム従業Llの供給源だ
最新技術の訓練の場だ
??????????????????? ??? ??????????????????
フォーカスは, rTlhri文の内容がV生と企菜の主にどちらにフォ-カスされているかを表す。
力の了解を得たl二で質問票をメールで送り, lul答したものを返信してもらったo
Ⅴ　結果
学生および企業等の質問票調査の結果をltA表5に提示した。この結果を　　生および企業等の
図表5　インタ-ンシップに対する学生の期待と企業等の期待の比較
*S?
ifrf硬#
^強っ一遇っ十
._ケSS^^^^^^^^^^^^^MK^MS^^^^^^^^^K
I-I,1㌧のI　->,;、41問-¥¥11.''1mニ蝣I"tl帥ゝ5:i*ト
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
~　' Ln、
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期待が高い項E]と期待が低い項臼,学生と企業等の期待の差が小さい項目と期待の差が大きい項
冒,に整理し解説していく。
(1)学生および企業等の期待が高い項目
インターンシップに対する学生の期待が高かった上位5項目は,平均値の高いm別こ,コミュニ
ケーションスキルの開発,就職に有利,対人スキルの開発,新親採用活動,社会的イメージの向
上,であった。一方,企業等の期待が高かった上位5項目は,平均値の高い順に,対人スキルの
開発,コミュニケーションスキルの開発,大学と企業の連携向上,就職に有利,社会的イメージ
の向上,であった(図表6)C
図表6　学生および企業等の期待が高い項目
順 位 学 生 の 期 待 企 業 .団 体 の 期 待
1 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル の 開 発 4…37 対 人 ス キ ル の 開 発 4…33
2 就 職 に 有 利 4.16 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル の 開 発 4.28
3 対 人 ス キ ル の 開 発 4…16 大 学 と 企 業 の 連 携 向 上 4.17
4 新 規 採 用 活 動 3.89 就 職 に 有 利 3.72
5 社 会 的 イ メ ー ジ の 向 上 3.68 社 会 的 イ メI ジ の 向 L 3.50
平均偶の高い咽に提示
学生も企業等も.コミュニケーションスキルの開発,対人スキルの開発,に極めて高い期待を
していることが明らかになったo同様に,学生も企業等も,就職に有利という項Elに対する期待
は高いものの,学生の期待ほど企業等の期待は高くないことがわかる。学生が高く期待する項目
には,就職に有利,新規採用活動,といった項呂が挙げられており,学生はインターンシップが
就職や採用に結びつくことを期待していることがわかる。なお,学生が高く期待する項目の中
に,社会的イメージの向上という企業等のメリットに関する項目が入っているのは興味深い点で
ある。一方,企業等が高く期待する上位5項目は,大学と企業の連携向上と社会的イメージの向
上を除き,学生のメリットに関するものであることから,企業等は学生のメリットや期待を重視
して,インターンシップ…プログラムを実施しているといえるo
(2)学生および企業等の期待が低い項E
図表7の通り,インターンシップに対する学生の期待が低かった5項目は,平均値の低い順
に,報酬,パートタイム従業員の供給,プロジェクト人員の捷供,新規採用活動のコスト削減,
最新技術の訓練,であったO一方,企業等の期待が低かった5項E=ま,平均値の低い頓に,パー
トタイム従業員の供給,新規採用活動のコスト削減,最新技術の訓練,報酬,プロジェクト人員
の提供,であったO
今回の調査結果から,平均値は異なるものの,学生も企業等もインターンシップに対して期待
しない項目は同じであるといえるo最新技術の訓練については,学生が期待するほど企業等は期
学生と企業がインターンシップに対して期待するもの
図表7　学生および企業等の期待が低い項El
順 位 学 生 の 期待 企 業 …B]体 の期待
1 報 酬 2.05 ′ヾ- トタ イム 従業 員 の 供給 1.78
2 パ ー トタイム 従業 員 の 供給 2…11 新 規採 用 活 動 の コス ト削 減 1.94
3 プ ロ ジェ ク ト人月 の 提 供 2.37 斑 新技 術 の 訓練 2.18
4 新 姐 採 用活 動 の コ ス ト削減 2.63 報酬 2.22
5 斑 新技 術 の 訓 練 2.84 - D :''↓ 十 ト U K 碓^ 氷 2.56
、・蝣*<(*蝣・1Illいォ;二掟.;I
待していないことがわかるO
なお, m表には示していないが,企業への新しいアイディアの提供,仕事スキルの開発は.企
業等が期待するよりも学生の方が高い期待をしている項目である。反対に,大学と企業の連携向
上,大学教育に対する産業界からの支援は,学生の期待よりも企業等が高く期待しているO
(3)学生と企業等の期待の差が小さい項E
インターンシップに対する学生と企業等の期待の差が小さかった5項目は,平均値の差(絶対
値)が小さい順に,問題解決スキルの開発,コミュニケーションスキルの開発,大学教育に対す
る産業界からの支援,単位取得,報酬,であった(Bl表8)Q
図表8　学生と企業等の期待の差が小さい項目
順 位 K M 頂 U す 1-vi判 企 業 l団 体 の 期 待 差
1 間 喝 解 決 ス キ ル の 開 発 3…37 3.39 - 0…02
2 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル の 開 発 4.37 4…28 0.09
3 大 学 教 育 に 対 す る 産 茶 界 か ら の 支 授 3.32 3…44 - 0.12
4 A削 立取 得 3.37 3.22 0.15
5 報 酬 2.05 2…22 - 0.17
平均値の差(学生一企LB- ・団体)が小さい順に提示
今回の調査結果から,コミュニケーションスキルの開発は,学生と企業等の期待がともに高
く,かつ両者の期待の差が′トさい項目といえるO一方,報酬は,学生と企業等の期待がともに低
く,かつ両者の期待の差が小さい項目であることがわかる。
(4)学生と企業等の期待の差が大きい項目
反対に,インターンシップに対する学生と企業等の期待の差が大きかった5項目は.平均値の
差(絶対値)が大きい順に.新規採用活動のコスト削減,最新技術の訓練,大学と企業の連携向
上,新規採用活動,就職に有利,であった([ォ]表9)0
新規採用活動のコスト削減,最新技術の訓練,新規採剛舌動,就職に有利の4項[=ま,企業等
の期待よりも学生の期待が大きく上回る結果であったO　これらの項目は採用や就職に関するもの
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図表9　学生と企業等の期待の差が大きい項目
順 位 野 間 項 E] 9 -生 の 期 待 i~* ・ ¥-i¥¥^ -'叫 差
1 新 税 採 用 活 動 の コ ス ト 削 減 2.63 1.94 0.69
2 殺 新 技 術 の 訓 練 2.84 2.18 O.t
3 大 学 と 企 業 の 連 携 向 上 3.63 4…17 - 0.54
4 新 規 採 用 活 動 3 1 3…39 0…50
5 就 職 に 有 利 4.16 3.72 0…44
平均値の差(学Jti一企業・間体)が大きい順に社示
であるが,こうしたインターンシップにおける採用や就職については,学生が期待しているほど
企業等は期待していないということがわかる0 -・方,大学と企業の連携向上は,企業等のメリッ
トに関する項目であるが,企業等の期待が学生の期待を大きく上回る結果であった。
Ⅵ　議論
今回の予備的調査によって,亜珊亜大学のインターンシップに参加した学生と学生を受け入れ
た企業・国体が,インターンシップに何を期待しているかその実態が明らかにされた。学生と企
業等が重視する項目,ならびに重視しない項目には高い一致があり,特に双方が学生のメリット
を重視しているということが示されたことは興味深い点である。学生と企業等の双方がインター
ンシップに対し,学生の学びの機会としての期待を共有しているということは,学生は,企業等
はインターンシップを学生のためのものと捉えているということを事前に知ることで,過度に萎
縮することなく学びの輝会を存分に活用することが可能であるということを示唆する。大学で行
う事前研修などの場で,企業の期待を学生に伝えておくことで,インターンシップの学習効果の
向上につながる可能性があるだろう。また,学生が重視する項E=こついて,企業等のメリットを
重視する「企業等の社会的イメージの向L」という項目が上位5項目に入っており,企業等は,
インターンシップを稽極的に展開することが,学生が抱く企業等イメージを向上させ,ひいては
良い人材の樺得につながることが示唆されていると言えよう。
一方,今回の調査で学生の仕事スキルの開発という点については,特に企業等があまり期待し
ていないことが示唆された。 Knemeyerand Murphy (2001)は,本研究で使用した質問票と同
じものを用いて,米国企業等のインターンシップに対する認識を調査している。その結莱,企業
等が最も東視すると位5項EH二は今回の調査と同じく学生にメリットのある項目が多く入ってい
るが,液も重視されている項目は「学生の仕事スキルの開発」であったo　また, Beggsetal.,
(2008)の本研究で用いた質問項目に独自の修正を加えた質問票を使用し,米国の旅行・観光業
界でインターンシップを実施した学生と企業を対象に行った調査においても, 「学生の仕事スキ
ルの開発」は企業が期待する上位5項E=こ入る項目であった。一方,今回の亜細亜大学の学生と
学生を受け入れている企業等の調査では, 「学生の仕事スキルの開発」は上位5項E=二は入って
学fcと企業がインターンシップに対して期待するもの
おらず,特に企業等側の回答においては全体の13位とあまり重視されていないことが明らかに
なった。このことは,日本におけるインターンシップが「現実社会の入口」程度の期間と内容で
実施されているという実態を反映しているロJ能性があるO先に述べた2つの調査で対象となった
インターンシップの期間は,毅低でも夏季休業期間とEE本では長期に分類されるものであり,辛
数以上の米国企業等が1年のインターンシップを実施していた。一方,本学のカリキュラムの中
で行われているインターンシップの期間は.短いもので1週臥　通常2週間程度である。この日
米における実施期間の相違が,学生の仕事スキルの開発に対する期待に影野している可能性があ
る。
また, Beggsetal. (2006)は,学生が自分ならできると思っていることと,企業側の担当者が
学生ならできると思っていることが必ずしも・致していないと論じている。本研究で調査した
ケースにおいても,特に企業側の回答において仕事スキルの開発への期待が低いことは,学生は
インターンシップ体験において,幅広い詳任ある仕事をさせてもらえるものと思っているが.必
ずしも実際はそうではないことが示されているのではないだろうか-Jすなわち,実際に日々の業
務に携わる企業等側担当者は,業務内容は熟知しているものの,学生の力蛍を把握できていない
ため,保守的な立場を取り,インターンシップの場で学生の仕事スキルを訓練しようとは考えな
いのかもしれない。なお,学生および企業等の双方が,最新技術の訓練の場としてインターン
シップにはあまり期待しないという認識を共有していることも…　今回の調査では浮き彫りになっ
た。そういった訓練は,本来OJT　職場内訓練)等で従業員に行われるべきものであるし,学
生側もそこまでの責任を負うつもりはないということであろう。
本調査の結果で,企業等が期待する回答の3位に「大学と企業等の連携向上」が入っているこ
ともまた興味穣い。インターンシップの実施において,大学がより積極的な役割を担い,企業と
も連携をさらに深めていくことが,より良いプログラムの開発と実施のために今後必要となって
いくかもしれないC特に,企業と学生の双方のインターンシップに対する認識や期待のすり合わ
せを大学が仲介することで.インターンシップ・プログラムの効果の向Lが期待できるであろ
うO 「大学と企業等の連携向上」は, KnemeyerandMurphy (2001)では.インターンとして参
加した学生をlE社員として採用しないことと,相関関係にある項目の・つとして挙げられてい
るC現状では.採用よりも.学生の学びの場と大学との連携強化の機会となることをインターン
シップに期待している,という硬細髄大学のインターンシップに参加する企業等の認識が見て敬
れるO今後,インターンシップを学生の学び中心のプログラムと,採用活動の一環としてのプロ
グラムにf*.別して展開するというあり方も有効かもしれないO
学生と企業等の双方の期待に最もずれがあった項目の中に,学生にとっての就職.企業等に
とっての採用に関するものが目立ったO特に「新規採用活動」や「就職に有利」等の項目で,学
生の期待が企業等の期待を大きくと回っていることが示されたo学生は,昨今の蕨しい就職環境
にあって,インターンシップに対し就職と何らかのつながりを期待するであろう。しかし,企業
等にとって.現行の内容や期間のインターンシップ・プログラムでは.実際にインターンを採用
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するところまでは考えられない,というのが実態ではないか。米国の調査では,インターンを正
社員として採用した場合の従業員の定着率は,そうでない従業員の定着率よりも高いことが調査
で示されている(National Association of Colleges and Employers, 2004 ; 2005)。今後,わが国に
おいてもインターンシップを有効な採用活動の一つとしていくことは,学生のみならず.企業に
とっても享受できるメリットは大きい可能性がある。なお,企業等の新規採用活動のコスト削減
の期待が2番巨=こ低かったが,これは,企業等がインターンシップを新規採用活動につなげるこ
とにあまり期待していないとも考えられるが,大学が実施する記名式調査で,インターンシップ
を自社のコスト削減のために利用していると回答することで,大学に対して自社のイメージを損
なう可能性を考えて,低く回答した可能性も否定はできない。
最後に,採用とインターンシップについて,日本経団連は本年3月に一般的な就業体験のイン
ターンシップと採用に直結する就業体験を区別するという方針を打ち出しているD　日本経団連
は,インターンシップを「産学連携による人材育成の観点から,学生の就業体験の機会を捷供す
るために実施するものである。したがって,その実施にあたっては,採用選考活動(広報活動・
選考活動)とは一切関係ないことを明確にして行うこととする」とその倫理憲章の中で定義して
いるが,就職・採用活動の過熱化の是正に向け,本来の趣旨である就業体験のためのインターン
シップと企業広報の一環(採用達考活動に関連するプログラム)をr2(別し,実施時期も分けるこ
とを提案している。学生・企業等の双方が.インターンシップに最も期待しているのは,学生の
学びの場であった。インターンシップ・プログラムが採用活動の一項として実施されれば,特
に,昨今のように厳しい就職環境では選抜される側の学生は萎縮し,企業等にも学習の場を提供
する余裕は減り,学生の学習効果は低減するであろう。採用・就職に直結するインターンシップ
と,学生の学習機会としてのインターンシップの二本立てでインターンシップを展開すること
は,学生と企業の双方の期待を満たし,効果的に機能する可能性がある。
Ⅶ　おわりに
質の高いインターンシップ体験を作るためには,インターンシップに参加する学生と企業等が
インターンシップ体験に対する認識や期待を共有することが極めて重要であるo賓明期にあるわ
が国のインターンシップにおいて,そもそも学生と企業等の双方がインターンシップをどのよう
に捉えているのかを理解することが,日本発の有効なインターンシップを構築するために,意義
ある一歩であると考え,亜細亜大学のインターンシップに参加した学生と企業等を対象にイン
ターンシップに対する期待に関する予備的調査を行ったO
今回の調査の結果,学生の社会人基礎力開発に対する期待が,学生と企業等の双方によって共
有されており,就職や採用については学生の期待が企業等の期待を上回っていることが示され
たC学生に対して,企業等はインターンシップを学生の学習の場であり,就職と直結したプログ
ラムとしてはあまり期待していないこと,萎縮することなく学びの機会としてインターンシップ
学生と企業がインターンシップに対して閤持するもの
を体験することが重要であることを.事前研修など指導することが有効であろうO採用とイン
ターンシップに関して,日本経団連は,本年3月に一般的な就業体験のインターンシップと揮用
に直結する就業体験を区別するという方針を打ち出しているO採用…就職に直結するインターン
シップと,学生の学習機会としてのインターンシップを展開することは,学生と企業の双方の期
待を満たし,わが国では効果的に機能する可能性がある。そのために,大学が企業と学生の連接
橡関としての役割を果たすことが貴要である。
本研究は予備的調査であるため.調査結果の一般化のためには,今後さらに定量的調査を行い
検証していく必要があるだろう。例えば,亜細亜大学のカリキュラムであるキヤl)ア…インター
ンシップを通じて参加しているE]本インターンシップ推進協会の活動に参加している大学等の協
力を得て,質問票調査を行うことも考えられる。そして,調査の結果を反映させることで,より
効果的な日本発のインターンシップ・プログラムにしていきたいD　また,インターンシップを体
験した学生を対象とした経年調査を行うことで,プログラムの有効性について時間をかけて検証
していく必要もあるだろう。
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